
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パラチニットと フッ素化合 を含有することを特徴とする再
石灰化促進用口腔用組成物。
【請求項２】
　フッ素化合物がフッ化ナトリウムであることを特徴とする請求項１記載の口腔用組成物
。
【請求項３】
　

【請求項４】
　

【請求項５】
　

【請求項６】
　

【請求項７】
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再石灰化促進成分として 物と

さらに、再石灰化促進成分として亜鉛化合物を含有することを特徴とする請求項１また
は２記載の再石灰化促進用口腔用組成物。

亜鉛化合物が水難溶性亜鉛化合物であることを特徴とする請求項３記載の口腔用組成物
。

水難溶性亜鉛化合物が酸化亜鉛、クエン酸亜鉛およびステアリン酸亜鉛から選ばれる１
種または２種以上であることを特徴とする請求項４記載の口腔用組成物。

水難溶性亜鉛化合物が粉体であって、その平均粒子径が０ .３μｍ以下、かつ比表面積
が１０ｍ 2／ｇ以上であることを特徴とする請求項４または５記載の口腔用組成物。



　

【請求項８】
　
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はパラチニットを含有する口腔用組成物、さらに詳しくはフッ素化合物や亜鉛化合
物と組合せて相乗効果を呈する、パラチニットを含有する口腔用組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ムシ歯は、歯質からカルシウムが溶出し、その結果として、齲窩を生じ、自然に健全な状
態に戻ることはできない。しかし、齲窩を生じる過程において、表層下脱灰と呼ばれる健
全な状態に戻ることのできる状態が存在する（須賀昭一編：図説う触学，１９９０，１３
９）。従って、ムシ歯を減らすためには、元の状態に戻る時期に健全な状態に戻れるよう
に、再石灰化を促進することが望ましい。
【０００３】
再石灰化を促進する方法として、フッ素化合物を用いることは古くから知られている。し
かし、フッ素を大量に摂取すると毒性を示し、できるだけ少量で有効に使用することが望
まれている。そのためには、フッ素の再石灰化効果を促進する物質の利用が挙げられる。
たとえば、特開平１ -１１０６０８号で、フッ素とハイドロキシアパタイトとの組み合わ
せが提案されている。しかし、その効果は十分でなく、満足されるものではない。
【０００４】
一方、口腔用組成物で用いられている亜鉛化合物は一般的に渋味や塩味を呈し、利用した
際、非常に使用感が悪いという問題点が存在する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の１つの目的は、安全性が高くかつ再石灰化を促進できる口腔用組成物を提供する
ことにある。また、本発明のもう１つの目的は、十分な再石灰化効果を示し、良好な使用
感である口腔用組成物を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記事情に鑑み、再石灰化を促進する物質につき鋭意検討を重ねた結果、
パラチニットが優れた特性を示し、パラチニットを配合した口腔用組成物は、再石灰化を
促進すること、さらに、フッ素とパラチニットを組み合わせて配合することにより、また
亜鉛とパラチニットを組み合わせて配合することにより、両成分の相乗効果により再石灰
化を促進することを知見し、本発明を完成した。
パラチニットは従来から低齲触原性甘味料として食品等に利用されているものである。し
かし、パラチニットは口腔用途には使用されておらず、再石灰化作用については知られて
いない。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明を詳細に説明する。
本発明で用いるパラチニットは二糖類の糖アルコールであり、その実体はα -Ｄ -グルコピ
ラノシル -１ ,６ -マンニトールおよびその異性体であるα -Ｄ -グルコピラノシル -１ ,６ -ソ
ルビトールの混合物である。パラチニットはシュークロースを原料とし、シュークロース
を糖転移酵素によりパラチノースとした後に、水素添加反応させることによって得られる
。また、パラチニットは、三井製糖（株）、Ｓｕｄｚｕｃｋｅｒ　ＡＧ（株）（和名：南
独製糖（株））の商品名でもあり、還元パラチノースあるいは、イソマルトという別名称
もある。パラチニットは、齲触原性菌により口腔内で酸を産生しないことにもとづき、虫
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再石灰化促進成分として亜鉛化合物を含む場合のｐＨが６ .０～８ .５であることを特徴
とする請求項３～６いずれか１項記載の口腔用組成物。

ｐＨ調整剤として塩酸を用いたことを特徴とする請求項７記載の口腔用組成物。



歯になりにくい糖すなわち非う触糖であることが広く知られており、ノンシュガー食品や
特定保健用食品いわゆる虫歯に安心なキャンディに配合されている。
【０００８】
本発明の口腔用組成物におけるパラチニットの配合量は、組成物全体の０ .１～６０重量
％、より好ましくは１～４０重量％である。配合量が０ .１重量％より少ないと所望の効
果が得られず、逆に６０重量％より多いと製剤の安定性が悪くなる。
【０００９】
本発明で用いる再石灰化促進成分とは、歯牙の表層下脱灰の状態から再石灰化させること
ができる成分をいい、限定されるものではないが、例えばフッ素化合物、亜鉛化合物、リ
ン化合物、カルシウム化合物等が挙げられる。
本発明で再石灰化促進成分として用いるフッ素化合物としては、フッ化ナトリウム、フッ
化カリウム、フッ化アンモニウム、フッ化第一スズ、モノフルオロリン酸ナトリウム、モ
ノフルオロリン酸カリウム等が挙げられるが、特にフッ化ナトリウムやモノフルオロリン
酸ナトリウムが好ましい。
これらのフッ素化合物は１種または２種以上を組み合わせて、本発明の口腔用組成物の全
量に対して、フッ素イオンに換算し０ .１～５０００ｐｐｍ、好ましくは１００～１００
０ｐｐｍ配合することができる。
【００１０】
また、本発明で再石灰化促進成分として用いる亜鉛化合物は水難溶性亜鉛化合物が好まし
く、ここに水難溶性亜鉛化合物とは、２５℃において、水１００ｇに対して、溶解する量
が０ .５ｇ未満のものをいい、全く溶解しないものも含まれる。その中でも、特に酸化亜
鉛、クエン酸亜鉛、ステアリン酸亜鉛が好ましい。また、その水難溶性亜鉛化合物は粒子
径が小さく、比表面積が大きい粒子のほうが、味の観点で好ましく、具体的には平均粒子
径０ .３μｍ以下で、かつ比表面積が１０ｍ 2／ｇ以上のものが好ましく、０ .３μｍを超
える粒子のものは渋味が強い。商品として堺化学工業株式会社製の微細亜鉛華や超微粒子
酸化亜鉛ＦＩＮＥＸシリーズが挙げられる。これらの水難溶性亜鉛化合物は、１種または
２種以上を組み合わせて、本発明の口腔用組成物の全量に対して、０ .１～５重量％配合
することができる。
また、本発明の口腔用組成物が亜鉛化合物を含む場合には、ｐＨが６ .０～８ .５の範囲内
にあるのが好ましい。ｐＨが６ .０より低い場合には渋味が強く、また８ .５を超えると口
腔粘膜を刺激するため好ましくない。
【００１１】
また、本発明で再石灰化促進成分として用いるリン化合物としては、限定されるものでは
ないが、例えばリン酸水素二ナトリウム、リン酸二水素ナトリウム、リン酸水素二カリウ
ム、リン酸二水素カリウム、リン酸三ナトリウム、リン酸三カリウム等が挙げられる。
【００１２】
さらに、本発明で再石灰化促進成分として用いるカルシウム化合物としては、限定される
ものではないが、例えば塩化カルシウム、硝酸カルシウム、硫酸カルシウム、炭酸カルシ
ウム、クエン酸カルシウム、ピロリン酸水素カルシウム、グルコン酸カルシウム、グリセ
ロリン酸カルシウム、水酸化カルシウム、酸化カルシウム、ケイ酸カルシウム等が挙げら
れる。
【００１３】
すなわち、本発明は、パラチニット単独、またはパラチニットといずれかの再石灰化促進
成分とを組み合わせて配合することにより、両成分の相乗効果によって再石灰化を促進し
得る口腔用組成物を提供する。
【００１４】
本発明の口腔用組成物は、その用途に応じて、適宜処方され、常法に従って練歯磨、粉歯
磨、液状歯磨、潤性歯磨、ゲル類、クリーム類、パスタ類、洗口剤、スプレー、フォーム
、被膜剤等の剤形とすることができる。他の配合成分は特に限定されるものではなく、公
知の有効成分、研磨剤、湿潤剤、粘結剤、発泡剤、保存剤、香味剤、甘味剤、ｐＨ調整剤
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、有機酸、糖アルコール、抗酸化剤等の他、公知の口腔用組成物成分を本発明の効果を損
なわない範囲で配合することができる。
【００１５】
有効成分には、アミラーゼ、プロテアーゼ、リゾチーム、デキストラナーゼ等の酵素、サ
ンギナリン、アラントイン、アミノ安息香酸誘導体、ヘキセチジン、クロルヘキシジン塩
類、トリクロサン、塩化セチルピリジニウムのような抗菌剤、ビタミンＢ、Ｃ、Ｅ等のビ
タミン類、カリウム、リチウム、ナトリウムの硝酸塩等の収斂剤等が挙げられる。
【００１６】
研磨剤には、シリカ、アルミナ、アルミノシリケート、水酸化アルミニウム等が挙げられ
る。
湿潤剤には、グリセリン、プロピレングリコール、ソルビトール、ポリエチレングリコー
ル、ポリプロピレングリコール等が挙げられる。
【００１７】
粘結剤には、カルボキシメチルセルロースナトリウム、メチルセルロース、ヒドロキシエ
チルセルロース、アルギン酸塩、キサンタンガム、カラギーナン、アラビアガム、ポリビ
ニルアルコール等が挙げられる。
【００１８】
発泡剤には、陰イオン、非イオン、陽イオン、および両イオン性界面活性剤が挙げられる
。陰イオン性界面活性剤には、アルキル硫酸系界面活性剤、ドデシルベンゼンスルホン酸
ナトリウム、アミノ酸系界面活性剤、スルホコハク酸系界面活性剤、ショ糖脂肪酸エステ
ル等が挙げられる。非イオン性界面活性剤には、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレ
ン共重合体であるプルロニック系界面活性剤、脂肪酸ジアルカノールアミド系界面活性剤
等が挙げられる。
【００１９】
保存剤には、メチルパラベン、プロピルパラベン、ベンゾエート、安息香酸ナトリウム、
パラオキシ安息香酸エステル、二酸化チタン等が挙げられる。
【００２０】
香味剤として、ペパーミント油、スペアミント油、ハッカ油、オレンジ油、メントール、
丁子油、アニス油、冬緑油、ユーカリ油等が挙げられる。
甘味剤または甘味料として、サッカリン塩、デキストロース、アスパルテーム、キシリト
ール、ステビアエキス、アセスルファーム、グラニュー糖、粉糖、水飴等が挙げられる。
パラチニットは甘味を呈するが、製剤の使用感により、上記の甘味剤または甘味料を添加
することができる。
【００２１】
ｐＨ調整剤には、クエン酸およびその塩、リン酸およびその塩、リンゴ酸およびその塩、
グルコン酸およびその塩、マレイン酸およびその塩、アスパラギン酸およびその塩、グル
コン酸およびその塩、コハク酸およびその塩、グルクロン酸およびその塩、フマル酸およ
びその塩、グルタミン酸およびその塩、アジピン酸およびその塩、乳酸およびその塩、パ
ントテン酸およびその塩、塩酸、水酸化アルカリ金属等が挙げられる。
【００２２】
【実施例】
以下に実施例を示し、具体的に説明するが、本発明はこれらに限定されるものではない。
実施例中の配合量はいずれも重量％を意味する。
【００２３】
試験例１
再石灰化能評価１
糖質の再石灰化促進効果について、Ｄ .Ｊ .Ｗｈｉｔｅ　ｅｔ　ａｌ．　Ｃａｒｉｅｓ　Ｒ
ｅｓ．２１．２２８（１９８７）記載の方法に基づき、牛歯を用いインビトロで試験を行
った。
【００２４】
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１．牛歯から、縦４ｍｍ×横３ｍｍのエナメル切片を得た。これを、歯科用樹脂を用いて
包埋しエナメルブロックとした。
２．エナメルブロックのエナメル表面の約１／３の部分に脱灰を生じさせないために、エ
ナメルバーニッシュを塗布し、５０％飽和ハイドロキシアパタイト／乳酸０ .１Ｍ／ｐＨ
５ .０の脱灰液で表層下脱灰し、人工的カリエスを作成した。
【００２５】
３．処理したエナメルブロックのエナメル表面の約２／３の部分に、再石灰化を生じさせ
ないために、エナメルバーニッシュを塗布した。エナメルブロックを３ .０ｍＭカルシウ
ムイオン、１ .８ｍＭリン酸イオンを含む水溶液に被験物質である糖質を２０％になるよ
う添加した試験液に、１０日間浸漬し、再石灰化処理を行った。
４．エナメルブロックから、幅約５００μｍ程度の３枚の薄切片を作成した。中央部の薄
切片をさらに厚さ約１００μｍまで両面研磨機で研磨した。
【００２６】
５．４の薄片のＸ線写真を撮影し、それぞれの部分の輝度と表面からの距離から、画像解
析装置を用い脱灰した部分と、再石灰化した部分のミネラル量を計算した。脱灰した部分
のミネラル量と再石灰化した部分のミネラル量の差を再石灰量として表した。数値が大き
いほど再石灰化したことを示している。糖質を添加せず、３ .０ｍＭカルシウムイオン、
１ .８ｍＭリン酸イオンのみの試験液を用いて、同様の試験を行いコントロールとした。
結果を表１および図１に示した。
【００２７】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２８】
さらに、フッ化ナトリウムをフッ素イオンに換算して２ｐｐｍとなるように添加し、同様
の試験を行った。
結果を表２および図２に示した。
【００２９】
【表２】
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【００３０】
上記表１および２から、検討した種々の糖質の中でパラチニットが特に優れた再石灰化能
を有し、さらにパラチニットとフッ化ナトリウムとを組み合わせることにより再石灰化能
が促進されることが判明した。
【００３１】
試験例２
再石灰化能評価２
糖質を添加した口腔用組成物の再石灰化促進効果について、試験例１と同様の方法を用い
てインビトロで試験した。
但し、再石灰化処理は、３ .０ｍＭカルシウムイオン、１ .８ｍＭリン酸イオンに、被験歯
磨剤（表３参照）を４倍スラリーになるよう添加した液を用い、浸漬時間を１４日間とし
た。評価方法は試験例１と同様にＸ線写真の結果を、画像解析装置を用いて評価した。結
果を表３に示した。
【００３２】
【表３】
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【００３３】
　上記表３から、実施例１－ と比較例１－ での評価においても、パラチニットが特に
優れた再石灰化能を有していることが判明した。
【００３４】
試験例３
再石灰化評価３
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亜鉛化合物を添加した口腔用組成物の再石灰化促進効果について、試験例１とほぼ同様の
方法を用いてインビトロで試験した。
但し、再石灰化処理は、３ .０ｍＭカルシウムイオン、１ .８ｍＭリン酸イオンに、被験歯
磨剤（表４参照）を４倍スラリーになるよう添加した液を用い、さらに１日に３時間脱灰
液に浸漬するというｐＨサイクリング法を採用した。評価期間は１４日間とした。評価方
法は試験例１と同様にＸ線写真の結果を、画像解析装置を用いて評価した。結果を表４に
示した。
【００３５】
【表４】
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【００３６】
　上記表４より、実施例 －１ と比較例 － での評価において、パラチニットと亜鉛
化合物を配合することにより再石灰化が促進されることが示された。
【００３７】
試験例４
渋味の官能評価１
　表５の実施例１ －１ および比較例 － の口腔用組成物を調製し、健常人１０人
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の通常の使用方法により使用してもらい、吐き出した後の渋味を官能的に評価した。３階
評価で２：極めて良好、１：良好、０：渋いスコアをつけ、１０人の合計点を示した。
　結果を表５に示した。
【００３８】
【表５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
*フッ素イオン換算９０５ｐｐｍ
酸化亜鉛１：平均粒子径０ .５μｍ、かつ比表面積８ｍ 2／ｇ
酸化亜鉛２：平均粒子径０ .２８μｍ、かつ比表面積１０ｍ 2／ｇ
酸化亜鉛３：平均粒子径０ .０４μｍ、かつ比表面積２５ｍ 2／ｇ
【００３９】
上記表５より、酸化亜鉛の平均粒子を小さくすること、表面積を大きくすることにより渋
味が改善され、またパラチニットを併用するとさらに改善されることが判った。
【００４０】
試験例５
渋味の官能評価２
　ｐＨを変化させた表６の実施例１ －１ および比較例１ の口腔用組成物を調製し、
上記の官能評価と同様の方法で評価した。
　結果を表６に示した。
【００４１】
【表６】

10

20

30

(10) JP 3719874 B2 2005.11.24

６ ７ １



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
*平均粒子径０ .２８μｍ、かつ比表面積１０ｍ 2／ｇ
【００４２】
上記表６より、口腔用組成物のｐＨを６ .０以上にすることにより渋味が改善されること
が示された。
【００４３】
実施例１ 　練歯磨
　以下の処方により、常法にしたがって練歯磨を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　
（フッ素イオン換算９０５ｐｐｍ）
無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　１６ .０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　　　１ .３
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　１ .０
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　０ .４
パラオキシ安息香酸エステル　　　　　　　　　０ .１
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .１
クエン酸三ナトリウム　　　　　　　　　　　　０ .３
サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　０ .１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .６
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　５０ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
【００４４】

　練歯磨
　以下の処方により、常法にしたがって練歯磨を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　３０ .０
無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　２０ .０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　　　１ .２
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　１ .２
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　０ .３
塩酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .５
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サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　０ .１３
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
【００４５】
実施例 　練歯磨
　以下の処方により、常法にしたがって練歯磨を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　５０ .０
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　０ .２
（フッ素イオン換算９０５ｐｐｍ）
無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　１６ .０
カラギーナン　　　　　　　　　　　　　　　　１ .３
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　３ .５
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　０ .４
パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .１
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .７
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　５ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
【００４６】
実施例２ 　練歯磨
　以下の処方により、常法にしたがって練歯磨を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　１５ .０
モノフルオロリン酸ナトリウム　　　　　　　　０ .７６
（フッ素イオン換算９５０ｐｐｍ）
炭酸カルシウム　　　　　　　　　　　　　　１６ .０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　　　１ .３
ラウロイルサルコシンナトリウム　　　　　　　２ .０
ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　１ .０
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　０ .４
パラオキシ安息香酸エステル　　　　　　　　　０ .１
リンゴ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .２
ステビアエキス　　　　　　　　　　　　　　　０ .１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .７
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　４０ .０
ポリエチレングリコール　　　　　　　　　　　５ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
【００４７】
実施例２ 　練歯磨
　以下の処方により、常法にしたがって練歯磨を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　　５ .０
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　０ .２１
（フッ素イオン換算９５０ｐｐｍ）
トリクロサン　　　　　　　　　　　　　　　　０ .５
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無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　１６ .０
ポリアクリル酸ナトリウム　　　　　　　　　　２ .０
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　１ .０
プルロニック　　　　　　　　　　　　　　　　１ .０
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　０ .４
パラオキシ安息香酸エステル　　　　　　　　　０ .１
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .７
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　５０ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
【００４８】
実施例２ 　洗口剤
　以下の処方により、常法にしたがって洗口剤を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　０ .０５
（フッ素イオン換算２２５ｐｐｍ）
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　０ .５
ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　１ .０
リン酸二水素ナトリウム　　　　　　　　　　　０ .１
リン酸水素二ナトリウム　　　　　　　　　　　０ .１
サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　０ .１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .７
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
【００４９】

　洗口剤
　以下の処方により、常法にしたがって洗口剤を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　３０ .０
ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　１ .０
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　０ .２
無水クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　０ .２
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .８
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
【００５０】
実施例２ 　洗口剤
　以下の処方により、常法にしたがって洗口剤を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　０ .０５
（フッ素イオン換算２２５ｐｐｍ）
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　０ .２
スルホコハク酸ＰＯＥ (２ )　１２　１４合成　　０ .２
　アルキルナトリウム
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リンゴ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .３
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .７
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　　　５ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
【００５１】
実施例２ 　ゲル
　以下の処方により、常法にしたがってゲルを調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　３ .０
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１ .０
（フッ素イオン換算４５００ｐｐｍ）
リン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３ .０
サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　０ .５
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .８
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　２０ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
【００５２】
実施例２ 　非エアゾール型フォーム
　以下の処方により、常法にしたがって非エアゾール型フォームを調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　　５ .０
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１ .０
（フッ素イオン換算４５００ｐｐｍ）
リン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３ .０
リン酸三カリウム三水和物　　　　　　　　　　１ .５
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　１ .０
プルロニック　　　　　　　　　　　　　　　　７ .０
ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド　　　　　　　０ .５
サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　０ .８
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .７
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　５ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
【００５３】

　口腔用ゲル
　以下の処方により、常法にしたがって口腔用ゲルを調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　２０ .０
カルボキシメチルセルロース　　　　　　　　　０ .２
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　４０ .０
ブドウ種子エキス　　　　　　　　　　　　　　１ .０
α－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　０ .０５
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
【００５４】
実施例 　練歯磨
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　以下の処方により、常法にしたがって練歯磨を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　０ .２１
（フッ素イオン換算９５０ｐｐｍ）
無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　２１ .０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　　　１ .１
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　０ .５
ラウロイルサルコシンナトリウム　　　　　　　０ .１
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　０ .３
微粒子酸化亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　１ .０
（平均粒子径０ .３μｍ：比表面積１０ｍ 2／ｇ）
パラオキシ安息香酸エステル　　　　　　　　　０ .１
サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　０ .１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .７
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　　　１ .０
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　３８ .０
塩酸（２Ｎ）　　　　　　　　　　　　　　　　１ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ６ .５
【００５５】
実施例 　練歯磨
　以下の処方により、常法にしたがって練歯磨を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　５０ .０
ステアリン酸亜鉛　　　　　　　　　　　　　　１ .０
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　０ .２１
（フッ素イオン換算９５０ｐｐｍ）
無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　１６ .０
カラギーナン　　　　　　　　　　　　　　　　１ .３
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　３ .５
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　０ .４
パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .１
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .７
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　５ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ７ .０
【００５６】
実施例 　練歯磨
　以下の処方により、常法にしたがって練歯磨を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　１５ .０
クエン酸亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　　０ .５
モノフルオロリン酸ナトリウム　　　　　　　　０ .７５
（フッ素イオン換算９５０ｐｐｍ）
炭酸カルシウム　　　　　　　　　　　　　　１６ .０
カルボキシメチルセルロールナトリウム　　　　１ .３
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ラウロイルサルコシンナトリウム　　　　　　　２ .０
ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　１ .０
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　０ .４
パラオキシ安息香酸エステル　　　　　　　　　０ .１
リンゴ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .２
ステビアエキス　　　　　　　　　　　　　　　０ .１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .７
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　４０ .０
ポリエチレングリコール　　　　　　　　　　　５ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ７ .５
【００５７】
実施例 　練歯磨
　以下の処方により、常法にしたがって練歯磨を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　　５ .０
微粒子酸化亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　１ .５
（平均粒子径０ .３μｍ：比表面積１０ｍ 2／ｇ）
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　０ .２１
（フッ素イオン換算９５０ｐｐｍ）
トリクロサン　　　　　　　　　　　　　　　　０ .５
無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　１６ .０
ポリアクリル酸ナトリウム　　　　　　　　　　２ .０
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　１ .０
プルロニック　　　　　　　　　　　　　　　　１ .０
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　０ .４
パラオキシ安息香酸エステル　　　　　　　　　０ .１
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .７
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　５０ .０
塩酸（１Ｎ）　　　　　　　　　　　　　　　　１ .５
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ６ .８
【００５８】
実施例３ 　洗口剤
　以下の処方により、常法にしたがって洗口剤を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
クエン酸亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　　０ .１
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　０ .０５
（フッ素イオン換算２２５ｐｐｍ）
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　０ .５
ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　１ .０
リン酸二水素ナトリウム　　　　　　　　　　　０ .１
リン酸水素二ナトリウム　　　　　　　　　　　０ .１
サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　０ .１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .７
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
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グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ６ .０
【００５９】
実施例３ 　洗口剤
　以下の処方により、常法にしたがって洗口剤を調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
微粒子酸化亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　０ .１
（平均粒子径０ .３μｍ：比表面積１０ｍ 2／ｇ）
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　０ .０５
（フッ素イオン換算２２５ｐｐｍ）
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　０ .２
スルホコハク酸ＰＯＥ (２ )　１２　１４合成　　０ .２
　アルキルナトリウム
リンゴ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .３
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .７
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　　　５ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ７ .５
【００６０】
実施例３ 　ゲル
　以下の処方により、常法にしたがってゲルを調製した。
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０
微粒子酸化亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　０ .１
（平均粒子径０ .３μｍ：比表面積１０ｍ 2／ｇ）
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　１ .０
（フッ素イオン換算４５００ｐｐｍ）
リン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３ .０
サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　０ .５
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .８
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　２０ .０
塩酸（２Ｎ）　　　　　　　　　　　　　　　　１ .０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ６ .９
【００６１】
実施例３ 　口腔用ゲル
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量％
パラチニット　　　　　　　　　　　　　　　２０ .０
カルボキシメチルセルロース　　　　　　　　　０ .２
微粒子酸化亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　０ .１
（平均粒子径０ .３μｍ：比表面積１０ｍ 2／ｇ）
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　４０ .０
ブドウ種子エキス　　　　　　　　　　　　　　１ .０
α -トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　０ .０５
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精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残
全量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ .０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ８ .５
【００６２】
【発明の効果】
本発明に係る口腔用組成物は、パラチニット単独あるいはパラチニットとフッ素化合物を
組み合わせて配合した安全性の高い口腔用組成物、ならびにパラチニットと亜鉛化合物を
組み合わせて配合した亜鉛化合物による悪い使用感が改善された口腔用組成物に関し、該
成分を配合することにより再石灰化を促進する口腔用組成物を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　フッ素無配合系における糖質の再石灰化促進効果を比較するグラフである。
【図２】　フッ素配合系における糖質の再石灰化促進効果を比較するグラフである。
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